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【目標 3:社 会教育の充実】

読書活動推進大会開催事業 生涯学習課

・ ブックスター トに始まり、「朝読」、「フアミリー読書」というよう

に、赤ちゃんから大人まで生涯を通した読書活動の推進を図る。

・「読書まつり」を実施し、読書の楽しさ 0大切さを伝える。

・ 読み間かせ団体等による読み聞かせ、読書に関する展示、その年々のテ

ーマに沿つた講演会等を開催 し、様々な形で読書活動を市民に周知 し生

涯読書の推進を図る。

・ 平成 24年度から「読書活動推進大会開催事業補助金」として実施。

◎テーマ  『境港市読書まつり』～赤ちゃんから大人まで本で楽しいひとときを～

日時場所  11月 29日 (日 )11:OO～ 15:30市 民図書館周辺

参加人数  約 350人
0請演会 演題 :『 図書館の可能性』 講師 :松田暢子さん (日 野町図書館長

・ 子ども科学体験教室 (米子工業高等専門学校出前講座 )

・ 赤ちゃんを対象としたお話会 (境港親と子どもの劇場)ヽ

・ 大活字本 大型絵本の展示  。「きらめ<蔵書票展」

0学校図書館展示 (各小・ 中学校図書館の取り組みを紹介)

・ 読みメンによる読み間かせ  ・ 1箱本屋さん (一般/AN募
)

・ 故事成語展   ・ 写真展示…・晴族と枚磁又週景 (一般 /AN募
)

・ 手作リカフェ、バザー (境港市女性団体連絡協議会 )

・ 本に関する図書館クイズラリー (6箇所)  ・ 教科書展示

102干 円

・「きらめ<蔵書票展」や「読みメンによる読み間かせ」、「故事成語
展」等新しい取り組みが好評だつたこともあり、非常に多<の方にお越
しいただいた。

・ 子ども向けのチラシが分かりやす<良かつた。
・『図書館の可能性』という演題で請演会を行つていただき、図書館建設

を控える本市にとって有益だった。

順調

・「読みメンによる読み間かせ」など、想定を上回る来客があり、対応に

苦慮する場面があった。様々なことに備える体制づ<りが必要。

・「学校図書館展示」や「本に関する図書館クイズラリー」などの開始時

間が、うま<周知出来ていなかった。

・ 市民への広報が足りないとの指摘もあつた。更なる広報の検討。

※ 学識経験者による指摘・助言
0ボランティアによる学校での読み間かせは、子どもたちに大変好評ですが、家庭
での読み間かせや読書習慣の推進が家庭の教育力向上、ひいては地域文化の向上
に資するものは非常に大きいと思います。請演会等の中央での催しと平行して、
生涯学習課と/Ak民館・ 学校・ P tt Aな どが連携し、各地区の/AN民 館で地域住民に
直接働きかけをしてはいかがでしょうか。以前、山田晋先生を/AN民 館に招いて大
好評を博 した事も有ります。公民館職員や読み間かせボランティアの研修にも
なると思います。
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【目標 3:社会教育の充実】

学校0家庭0地域の連携による教育支援活動促進事業 生涯学習課

子どもを取り巻<環境が大き<変化するとともに、家庭や地域の

教育力が低下している。未来を担う子どもたちの健全育成を図る

ため、学校・ 家庭 0地域住民等がそれぞれの役害」と責任を自覚し

つつ、地域全体で教育に取り組む体制づ<り を引き続き目指す。

学校 0家庭・ 地域の連携協力のための様尺な取り組みを支援し、

社会全体の教育力の向上を図る。

平成20年度より教育委員会事務局内に学校支援コーディネーター

を配置し、市内小中学校10校 と学校ボランティアとの調整を図り

ながら、学校の要望に応じて様尺な教育活動を支援する。

国の委託事業を平成23年度から国県の補助事業として実施。

「学校 0家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業」 (市 1/3負担)

・学校の要望に応じて様尺な教育活動を支援した。
→登下校安全指導、読み間かせ、環境整備等

・「コーディネーター便り」を配付し、事業内容の啓発を図つた。

配布先 :学校、保護者、/At民館、当該ボランティア等

1,151千 円

平成26年度に不審者の出没が多発 した。それ以後、見守 り活動が

広が つている。それに伴い、不審者が出没する事案が減少 した。

ボランテ ィア登録人数が昨年度に引き続き本年度も大幅に増加 し

ている。 (215名 → 291名 )

概ね順調

・ 広報をしているが、中学校からの依頼につながらなかつた。

・ 地域により登録に偏りがある。ヨ|き続き、登録者の増加に努める

必要がある。
0本年度、「読み間かせ」の小学校間の交流を企画し、同意を得て

いる。平成28年度は、実施につなげる。

・中学校から読み間かせの相談を受けている。これを実施につなげ

る。また、環境整備等も依頼につなげる。

学識経験者による指摘 0助言
0外江地区においても、「読み間かせ」「下校時の防犯 (見守り活動)」 「地域
住民と学童のふれあい事業」が継続的に実施されていて、少しずつ成果を上げ
ているように思います。見守り活動は、過去において、より充実したものを目指
し組織を大き<したために、小回りがきかな<な り失速 した苦い経験があり、
今は成果を欲張らず地道に継続して行<と言うことで活動を続けています。

・ 中学校の読み間かせには若干違和感があります。読み聞かせではな <、 読書指
導ではないで しょうか。それとも、中学校になるまで適切な読書指導がなされ
ていないと言うことでしょうか。

・ 孫が小学生の頃、学校便りで図書室から借りた冊数の多さを奨励するかのよう
な記事を読み、その記事と冊数の多さに疑間を感じたことがあります。
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【目標 4:体 育・ 文化の振興】

日韓□駅伝交流事業 生涯学習課

0日 本 0韓国 0ロ シアの反好促進及び相互都市の発展のため、文

化・ スポーツなど多方面での交流を推進する。

ODBSクルーズフェリーの利用拡大による国際交流の推進を目的と

して、ロシア・ ウラジオス トク市と韓国 0東海市から「第 15回
鬼太郎カップ境港駅伝競走大会」へ選手を招聘する。

・駅伝開催日  10月 18日 (日 )

0駅伝コース  サカイマリンマラソンコース (7区間)

0参加チーム  チーム 78チ ーム

(内訳 :一般39、 自衛隊4、 大学7、 高校28)
※ウラジオス トク市から7名が参加。東海市チームは、国内大会と

日程が重なつたため不参加。

2,020千円

主催者である日本海新間に記事が掲載されることで、山陰地方全

般にロシアの雰囲気やDBSクルーズフェリーが広報され、今後の

国際交流の進展につながる事業となつた。

ウラジオス トク市選手が「境港ジュニアアスリー トクラブ」に所

属する地元の小学生と交流を図り、児童の国際理解の一助となつ

た。

概ね順調

・ 東海市単独では選手の確保が難しい上、毎年同時期に国内大会が

開催されるため、東海市または江原道からの選手招聘は今後も難

しいと考えられる。選手の招聘範囲・ 渡航経費の負担方法等を検

討する嚇要がある。
0東海市選手の参加が難しい場合、東海市以外の都市へ参加を呼び

掛ける。

学識経験者による指摘 0助言

・ 国内事情も異なるので、開催日の調整は大変だと思いますが「鬼太郎カップ」

も「参加選手」にも明日に繋がる大会にしてほしいと思います。継続すること

で世間の認知度も高まり、魅力ある大会に成長すると思います。是非頑張つて

継続 して<ださい。もつと市民アピールし、沿道の応援が増えることを期待し

ています。

・ スポーツイベントの隆盛は、山陰観光の空と海の玄関□境港市にとって大きな

位置を占めるものになると考えます。
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【目標 4:体 育 0文化の振興】

小鉄和広コンサー ト運営補助金 生涯学習課

0市民会館の利用停止により、市民の文イヒ活動が低迷するおそれが

ある中、市民が芸術に親しむ機会を提供する。

・ 市・ 文化振興財団・商工会議所・ 市内音楽関係者で組織する実行

委員会が主体となり、境港市出身の声楽家・ 小鉄和広氏、マケ ド

ニア共和国文化大使を務めるプラゴイ・ すコスキ氏をはじめとす

る音楽家によるコンサー トを実施する。

・ 「第 2回国際交流音楽祭」

日  時 :3月 12日 (土 )

会  場 :境港市文化ホール

出 演 者 :小鉄和広 (境港市出身 )、 プラゴイ 0す コスキ (マ

ケ ドニ ア共和 国文化大使 )、 徳 山奈奈 (境港市 出

身 )、 島崎智子、 山□佳代、 シンフ ォニ ー少年少女

合唱団

来場者数 :336人
1,000千 円

∃―ロッパ各地で活躍する声楽家、プラゴイ 0す コスキ氏をはじ

め、一流の音楽家による演奏を鑑賞する機会を市民に提供するこ

とができ、演奏内容も来場者に好評であつた。

共演したシンフォニー少年少女含唱団の子どもたちにとって、先

輩である徳山奈奈氏の演奏は日頃の活動にとって大きな刺激とな

った。

概ね順調

0特にな し

・ 市民会館 (ホ ール)利用停止中、市民の文イヒ活動が低迷すること

がないよう、今後も市民が芸術に触れる機会を設けてい<。

学識経験者による指摘・助言
0第一線で活躍される郷土出身の演奏者を招いての催しは、それに続<者への励み

にもなり、また市民の文化向上にも寄与し大変有意義だと思います。地域の教

育 0文イしの向上は地域経済の発展に不可欠だと言つても過言でないと思います。

(教育。文イヒ水準の低いところに優秀な人材は集まらないから。)
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【目標4:体育 0文化の振興】

生涯学習課戦後70周年記念展示開催事業
0戦後 70年 を記念 し、戦争の悲惨さを後世に伝えるための資料展

示・ 請演会を開催する。

0玉栄丸爆発事故 0戦時中の市民生活等に関する写真 0各種資料を

展示する。

・ 鳥取県内に残る戦争遺跡 (美保基地等)について専門家から解説

してもらうとともに、戦争体験者から、戦時中の生活、学徒動員

等に関する体験を話してもらう。

・ 企画展

会期 :8月 4日 (火)～ 10日 (月 )

会場 :境港市民会館 (第 1会議室 )

来場者数 286人
・ 講演会

日時 :8月 9日 (日 )

会場 :境港市中央
/AN民

館

講師 :大嶋陽一氏 (鳥取県立博物館 )

篠田建三氏 (伯奮文化研究会 )

足立郁馬氏 0角紀子氏 (い ずれも学徒動員体験者 )

来場者数 48人
181千 円

・玉栄丸爆発事故や戦時中の市民生活等に関する写真 0資料に接す

るだけでな <、 当時の体験を体験者から直接語つてもらうことに

より、戦争の悲惨さや平和の尊さを市民が再認識する機会を提供

することができた。

概ね順調

・ 戦争の悲惨さを特に若い世代に伝えてい<ことが目的の一つだつ

たが、企画展示、講演会とも来場者のほとんどが高齢者であり、

若年層の来場者が少数にとどまつた。

・ 戦争の悲惨さを後世に語り継いでいくため、今後も機会を捉えて

企画展示を開催する。開催にあたつては、若年層が関lbを抱<よ
う、内容や周知方法を工夫する。

学識経験者による指摘・助言

戦争のむごさや悲惨さは、戦場や空爆による被害ばかりではな <、 地方にも全

国民の日常生活の中にもあった事を、後世に伝えることは大変重要なことだと

思います。また、このような事業が継続できる世の中で有り続けてほしいと思い

ます。

戦時中、このような事業は軟弱思想だと弾圧されたと思います。
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